日本交通心理学会

平成14年度春季（第65回）大会

論文集
2002年5月18, 19日

椙山女学園大学文化情報学部

はじめに

このたびは、日本交通心理学会名古屋大会にご参集いただき、ありがとうございました。今回の研究発表申込件数は最終的に18件となり、すべて口頭発表形式で行われます。本大会のトピックスは「交通事故における速度要因と速度制御」ですが、総会では交通心理士の資格も検討され、それらに関する特別講演が盛り込まれております。

なお一部のセッションは、日本交通心理学会、ヨーロッパの交通問題研究会のICTCT（International Co-operation on Theories and Concepts in Traffic Safety: 国際交通安全理論構想協会）およびEWGOSC（European Working Group on Speed Control: 欧州速度制御実施部会）が共催する「速度制御」研究に関するワークショップ（九州大学大学院、松永勝也教授担当）と合同形式で行われます。このワークショップは、交通心理学会の閉会後も引き続いて行われます。なお、土曜日の特別講演は逐次通訳で、日曜日のワークショップとの合同セッションは同時通訳で行われます。

また大会前日の金曜日には、自動車教習所部会セミナー（矢橋事務所、矢橋昇氏担当）が開催されましたのでこの紙面を借りてご報告いたします。

日本交通心理学会

平成14年度春季（第65回）大会

準備委員長　谷口俊治

大会に関する連絡先

○大会会場・準備委員会（椙山女学園大学文化情報学部）

〒464－8662　名古屋市千種区星が丘元町17-3　Tel 052-781-6348　Fax 052-781-6651

　　　　　　　　　　　　　　　　　　        Mob 090-9929-8842（会期中） 

電子メール　Shunji.Taniguchi@ci.sugiyama-u.ac.jp（不調の場合tanshn@aol.comをご利用ください。）
○日本交通心理学会事務局

〒160－0022　東京都新宿区1-29-4　横山ビル　Tel 03-3353-0737　Fax 03-3351-5120

○懇親会会場（愛知厚生年金会館）　

〒464-8543　名古屋市千種区池下町2-63　Tel 052-761-4181　Fax 052-762-1163
会場アクセス


⇔ 　　　　 ⇔ 伏見 ⇔ 栄 ⇔ 新栄 ⇔ 千種 ⇔ 今池 ⇔ 池下 ⇔ 覚王山 ⇔ 本山 ⇔ 東山公園 ⇔ 星ヶ丘 ⇔ … ⇔ 藤ヶ丘

会場案内

　文化情報学部メディア棟　
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　展示・書籍　
G階ロビー。
　大会本部　

G階ロビー受付と同じ場所です。
　運営委員会会場　
B階会議室。
　クローク　

1階128室（G階の上）。
　休憩・茶菓子　
　主会場内は飲食ができませんが、G階ロビー・4階ラウンジなどに茶菓子を用意してありますのでそちらをご利用ください。
　コピー　


スタッフにお申付けください。

　パソコン　

ロビーに設置していますので自由にお使いください（インターネット接続）。
　公衆電話　

スタッフにお尋ねください。

　宿泊・交通機関　
スタッフにお尋ねください。

　喫　　煙　

メディア棟内は全面禁煙です。玄関外が指定喫煙場所になっています。

　昼　　食　
　19日（日曜日）は弁当を予約販売（18日～19日9時まで）します。受付で、料金前払いで引換券をお受け取りください。星ヶ丘駅周辺にレストランがありますが日曜日は混雑します。昼食時間が短いのでできるだけ弁当をご利用ください。食事場所については、主会場は飲食禁止となっていますので、4階ラウンジ（100席）とＢ階会議室（30席）をご利用ください。なお、弁当の引渡しはロビーで行います。

　大会論文集　

日本交通心理学会大会の論文集は参加者数より余分に印刷しています。追加購入ご希望の方はご相談ください。

　諸費用　
　大会参加費はICTCT, JATP, EWGOSC速度制御ワークショップへの参加と連動しますので、下にはワークショップ参加費なども表示しています。
　日本交通心理学会大会　
・参 加 費：　 a 会　員*　一般2,000円、院生・学生2,000円

　　　　　　   b 非会員 　一般4,000円、院生・学生2,000円

・論文集代：　 2,000円（大会参加費にはこの代金は含まれていません。）

・懇親会費：　 6,000円（院生・学生5,000円）

　ICTCT, JATP, EWGOSC速度制御ワークショップ　
・参 加 費**： a 会  員*  先進国一般7,000（1日***5,000）円
途上国（東欧）一般・院生・学生3,000円

                   b 非会員　 先進国一般10,000（1日***6,000）円

途上国（東欧）一般7,000円、院生・学生3,000円

*会員とは、ICTCT, JATP（日本交通心理学会）, EWGOSCのいずれかの会員か、愛知県指定自動車教習所関係者を指します。

** ワークショップ参加費には、論文ドラフト集代金と20日（月）の昼食代金が含まれています。

*** 日本交通心理学会から引き続き20日（月）に参加の場合は1日参加となります。

・論文ドラフト集代：　2,000円（ワークショップ参加費にはこの代金が含まれています。）

・レセプション費：　6,000円（院生・学生5,000円）

表　会員資格、参加日程による参加費、懇親会費、レセプション費の一覧表

注1 参加日程により参加費の算出法が複数ある場合は低額となる方を適用します。

注2 5/19（日）のみの参加は、日本交通心理学会大会への参加とみなされます。したがって、ワークショップの論文ドラフト集は配布されません。
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大会日程

注　日本交通心理学会大会と連携する自動車教習所部会セミナー、およびICTCT, JATP, EWGOSC速度制御ワークショップについても参考のために表示しています。
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（10:00〜10:30）
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（10:15〜10:30）

開会式

（13:00〜13:10）

開会式
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ワークショップ開会式

（13:00〜13:30）

休憩

（15:10〜15:30）

休憩
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休憩

（15:00〜15:30）

特別講演�T

（15:05〜15:35）

休憩

（15：30〜16:00）�

総会

（15:35〜16:15）

日交心閉会式

（17:00〜17:10）

移動

（17:10〜18:00）

ワークショップ閉会式

（17:30〜17:40）

移動

（18:00〜18:30）

閉会式

（18:30〜18:40）

19:00

懇親会

（18:30〜20:30）

19:30



20:00

ワークショップ�W

（15:30〜17:30）

16:30

17:00

特別講演�U

（16:15〜18:00）

17:30

18:00

質疑・茶話会

（17:30〜18:30）

レセプション

（18:00〜20:00）

18:30



昼　食

（12:30〜14:00）

13:30

14:00

セミナー�T, �U

（13:10〜15:10）

研究発表�T

（13:10〜14:55）

14:30

ワークショップ�V

（14:00〜15:00）

15:00

15:30

16:00

ワークショップ�T

（09:00〜10:00）

10:00

10:30

11:00

運営委員会

（10:30〜12:30）

ワークショップ�U

（10:30〜12:30）

11:30

研究発表�V

（10:30〜12:00）

12:00

12:30

9:30





研究発表�U

（09:00〜10:15）

13:00

昼　食

ワークショップ受付

（12:00〜13:00）



時刻

教習所部会セミナー

第

65

回日本交通心理学会

9:00

日交心・ワークショップ

合同セッション�T

（13:30〜14：30）�

日交心・ワークショップ

合同セッション�Ua�

（14:30〜15:30）

日交心・ワークショップ

合同セッション�Ub�

（16:00〜17:00）

セミナー受付

（12:00〜13:00）

日交心受付

（12:00〜13:00）

セミナー�V, �W

（15:30〜17:30）

　この時間帯は、日本交通

心理学会大会とICTCT,

JATP, EWGOSC速度制御ワー

クショップが同一会場で合

同形式で行われます。


研究発表者・座長の方へ

発表時間は、1発表につき15分（発表12分、質疑応答3分）です。使用機器は、OHP、ビデオ（VHS）、備付パソコン（Windows2000, Power Point, FD, ZIP, MO）、および持込パソコンが利用できます。

各セッションの座長は2名の方に依頼しております。お二人でご相談の上、セッションの進行をご担当いただきますようお願いします。なお、計時係を配置いたしておりますので、開始前に時間の合図方法などについて打ち合わせをお願いします。

大会プログラム

　5月18日（土）　

　運営委員会　　　　10:30～12:30
　受　付　　　　　　12:00～13:00
　開会式　　　　　　13:00～13:10　

　開会宣言　谷口俊治（準備委員長）

　開会の辞　西山　啓（会長）

　研究発表　Ⅰ　　　13:10～14:55　　　

　座　長　長塚康弘（新潟中央短期大学）・矢橋　昇（矢橋事務所）　
1　静止画像の提示時間が交通場面認知におよぼす効果 ････････････････････････････････････････････････････ 1
神田直弥（早稲田大学人間科学部）・石田敏郎（早稲田大学人間科学部）

2　列車シミュレータ上での注視行動 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 5
深沢伸幸（（財）鉄道総合技術研究所）

3　交通事故の減少により期待される経済効果－規範崩壊の裏に潜む21世紀の課題part 2－ ････････ 7
小林武夫（小林整骨院）・肝付邦憲（千葉工業大学）・岸田孝弥（高崎経済大学）

4　Webを用いた「交通違反の取締りと反則金」に関するドライバーの意識について ････････････････ 11
舟渡悦夫（大同工業大学）

5　交通安全教育に活用し得る日常行動項目－日常行動と交通行動の関係分析から－ ････････････････ 13
矢橋　昇（矢橋事務所）・谷口俊治（椙山女学園大学文化情報学部）

6　違反とリスクテイキングに関する意識と実際の行動―日中国際比較― ･････････････････････････････ 17
芳賀　繁（立教大学文学部心理学科）

7　一時停止・確認キャンペーンの有効性について―効果測定と評価― ････････････････････････････････ 21
長塚康弘（新潟中央短期大学）

　休　憩　　　　　　14:55～15:05　
　特別講演　Ⅰ　　　15:05～15:35
　司　会　神作　博（中京大学）　
1　ヨーロッパにおける交通心理士の需要 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････ 23
クリスティーヌ・カループカ氏（オーストリア、FACTUM取締役、運転者教育診断協会会長、オーストリア心理学会交通心理学部会副会長）

ラルフ・リーサ氏（オーストリア、FACTUM取締役、欧州職業心理学者協会連盟交通心理学部会代表）

Demands on Traffic Psychologists in Europe.

Dr. Christine Chaloupka, Director of FACTUM, President of the Driver Improvement and Driver Diagnostics Association (INFAR), Vice-President of the Section Traffic Psychology of the Austrian Association of Psychologists (BOEP)., Austria

Dr. Ralf Risser, Director of FACTUM, The Convenor of the Task Force for Traffic Psychology of the European Federation of Professional Psychologists Association (EFPPA) , Austria

　総　　会　　　 　15:35～16:15

　特別講演　Ⅱ　　　16:15～18:00
　司　会　松永勝也（九州大学）　
1　ISA―速度制御におけるパラダイムの変遷 ･･････････････････････････････････････････････････････････････ 33
キリスター・ヒディアン教授（スウェーデン、ルンド大学）

ISA - a Shift of Paradigm in Speed Management.

Prof. Christer Hydén, University of Lund, Sweden
2　ISA―速度選択における心理学的問題の解決法 ･････････････････････････････････････････････････････････ 43
ラルフ・リーサ特別研究員（スウェーデン、ルンド大学　オーストリア、FACTUM）

ISA - a Solution to Psychological Problems with Speed Choice.
Dr. Ralf Risser, University of Lund, Sweden; FACTUM, Austria
　移　動　　　　　　18:00～18:30　
　懇親会　　　　　　18:30～20:30　　　愛知厚生年金会館
　5月19日（日）　

受　付　　　　　　　08:30～09:00
　研究発表　Ⅱ　　　09:00～10:15　　　
　座　長　岸田孝弥（高崎経済大学）・江上嘉実（南福岡自動車学校）　
1　薄暮時における交通特性分析 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 51
荻野　弘・野田宏治（豊田工業高等専門学校環境都市工学科）・鈴木　薫（豊田工業高等専門学校専攻科建設工学専攻）・鈴木章弘（㈱キクテック）

2　飲酒時の認知・反応時間 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 53
古賀　隆・江上嘉実・丸山　寿・高島正親（南福岡自動車学校）・松永勝也・志堂寺和則（九州大学）

3　自動二輪車運転教習者のＫＭ式安全運転助言検査結果と免許取得後の事故・違反との関係について
･････････････････････････････ 55
江上嘉実・丸山　寿・古賀　隆・高島正親（南福岡自動車学校）・松永勝也・志堂寺和則（九州大学）

4　自転車利用時の人間行動（第1報）－路上観察調査からみた危険行為の諸相－ ･･････････････････････ 57
池上　徹（千葉工業大学）・松田文子（聖和看護専門学校）・久宗周二（（財）海上労働科学研究所）・勝田　亨・岸田孝弥（高崎経済大学）

5　習慣性が歩行者行動に及ぼす影響　Ⅱ－初めて通る歩行者の行動判断（追加報告）－ ･･････････････ 61
北折充隆（金城学院大学人間科学部）

　休　憩　　　　　　10:15～10:30　
　研究発表　Ⅲ　　　10:30～12:00　　　
　座　長　小松　紘（東北福祉大学）・松浦常夫（科学警察研究所）
1　ドライバーにおける新近性効果とその危険性－長距離トラック運転手と名神高速道路との関連性について－ ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 63
高山美津江（明星大学人文学部心理教育学科）
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　閉会宣言　谷口俊治（準備委員長）
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　ワークショップレセプション　　18:00～20:00　　　
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